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       17・ 粒 子 分 析 に 關 す る 研 究(第1報)

      自記 沈 降分析 装 置の 試 作及 それ に依 る二 、三 の測 定 結果

             水 渡 英 二,荒 川 正 文

 粉 イ油 粒子微細 変測,ヒ法のうち,沈 降法は比較的簡輩であるか ら廣 くJllいられていろ. rl記

装置を附 した沈降分析装置は從來畿つかの報告がなされている1)が,い すれ も複雑であb,工

場等で製品や原料 を筒箪に測定する爲には不適常である事 と思はれる.こ の様な親鮎から簡輩

な,天 秤 に依る自記沈降分析装置を試f↑…した.         第1圖

 その構三造 は第1圃 の通 りで あ る.Aは 容量           }一 一 ～一一 一鞘

400ccの 沈降管である・このP'{1に15～209・の試      
.、 ・

料粉末の懸濁液を入れる.粒 子が沈降 してIIII. B       E

に沈積すると天秤Cは 傾いて接勲Pが 燭れる.    胎1膨  畜

す・と電磁石Dが 働いて,購F瑠 劔1・ を :1瞠 一 ・.・ ㍊ ・ 、

外す.圓 板Fの 軸 にはブ刈.働 ・附してc,E、・b 鋸1・Ll  cl;一

それに糸を巻いてその先に錘Hが 吊してあるの        ・      '

で,i勃{外 れ ると圓板Fは1駒 だけ廻轄 し,そ               tt

の周囲の小孔に豫め入れてある小球Mを0の 小           ノ

孔 より天秤の皿に補給 する。從つて天秤が傾き            T

接黙が離れてEは 原位置へ復する.小 球はBall   K  I          n s

Pe面ngの 銅球,又 はガ ラス球を用ひ圓板の孔       ,。.一.
                                     ロ           
へ入 りきらないものは,硝 子管L中 へ入れて圓        20CA

板の廻轄に伴ひ順次小孔へ補給 され る様 にす

1燃1諜 難1L:獅 澤(13計

総 羅 薦轡繋1'1・ コ/
を順次接いで行 くと沈降曲線が得 られるのであ

る.從 つてこれより粒了径の分布曲線が得 られ         第2圖

る.こ の装置に依 る測定範園は試料の比重に依   

り異るが大罷比垂3前 後の粉末,例 へ ば炭 酸   

石次,タ ルク等では約O.71z迄,比 重5前 後の粉

末,例 へば,緋 柄,リ トホン,亜 鉛華等では約

0・5μ迄測定出來 る.術,襲 置は全膿を硝 子のケ

ース中にお さめて至罷を恒温に保つ様にした.

 本装置に依 る二,三 の測定結某:測 定の際の                職

                   (43)
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條 件 と し て 最 も問 題 に な る の は 粒 子 の 凝 集 で あ る.こ れ を 防 ぐ爲 に 解 膠 剤 を カilへ る.解 膠 剤 と

し て は 賢 験 の 結 果 焦 性 燐 酸 ソ ー ダ を 適 當 と認 め,そ の0.005m♂.溶 液 を 溶 媒 と し て 川 ひ た.解

膠 湖 に 就 い て は 次 の 機 會 に 報i-ii一す る.試 料 の 濃 度 と し て は 豫 備 實 験 の 結 果5%(}軸i:%)を 適 常

な 濃 度 と して 定 め た.測 定 例 と し て 炭 酸 カ ル シ ウ ム,緋 柄,亜 鉛 華 の 二 三 に 就 い て そ の 粒 子 分

布 曲 線 を 求 め た.叉,長 石 及 硅 石 の 粉 礫 時 聞 と粒 度 分 布 の 關 係 を 調 べ て 粉 埣 時 聞 の 触 加 に 從 つ

て 分 布 曲 線 に 極 大 値 が 二 筒 所 現 れ,粉 陣 の 進 行 に俘 つ て そ の 形 に 一 定 の 攣 化 が 見 られ る事 を 見

幽 した.
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       18・ 界 而 電 氣 の 研 究(第5報)

         水 銀・電 解質溶 液界面 の機 械的振 動 に よる

          交流 登 生,即U一 効 果 皿の一一理 論 的解翠睾

            上 田艀男,辻 幅 壽,渡 邊 昌

 從來電氣毛管現象は2つ の異つた方法により理論づけられて來た.そ れは完全分極性電極の

概念に基 くものとGi㌧1、s吸着式から出蛮するもの とである1).爾 者は同 じ微分方程式 に導 くが

その解繹 と爾者の關係についてはここでは述べない.[i".何れの場合 にも界而 に干衡状態が力父立

し,完 全な熱力學杓取扱が許される事を指摘して置 く】)2);).

 さて完全分極性電極 とは,電 氣の移動により可逆的に攣化 させ られる如 き電極で一つの状態

最 としての電氣量qを 持つ.今 一つの究全分極性陰極をとるとそれは2つ の猫立攣化をなしう

る.即 ち (1)界 面を上下 させ(EP一 定)界 而積sをdsだ け攣化させ ると,そ れに斐撒{し たd(1

が外部回路を流れ,(2)EPを 攣1ヒさせると(s・一定)dEPに 劃慮 した4qが 外部回星各を流れて

何れ も可逆的である。 ここにEPは 任意の基準での分極電[q//〈.を示す.術 實際の水銀陰極では復

極電流があ り,完 全分極性は一一種の拙象化 された概念である.以 上の2つ の事費よ り界面の分

極状態は次式で表わされる.

      催 魏鴇 叉わ矯 欝1うs)  lll
 σ1}は界 面張 力 を示 す.Koenigり は これ らの2式 よ り一 つ の輪 業 を考 えて 次 式 を得1こ.

      僻)。 一(÷),・-eP(恥)   (・)
                   (44)


